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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2018-142100(P2018-142100)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/22     (2018.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/00     　　　Ｚ
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４３３　
   Ｃ０９Ｊ    7/22     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  201/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    6/00     　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ    6/00     ３３１　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月8日(2021.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出射側の第１主面と該第１主面の反対側の第２主面とを有する導光部と、
　該導光部の該第１主面に所定のパターンで設けられた出射制御層と、
　該導光部の該第１主面側に設けられた光取り出し構造と、を備え、
　該導光部の屈折率ｎ１と該出射制御層の屈折率ｎ２とが、ｎ１＞ｎ２の関係を満たし、
　該出射制御層の屈折率ｎ２が１．０１～１．３０である、
　光取り出し部材。
【請求項２】
　前記光取り出し構造が凸部を有する、請求項１に記載の光取り出し部材。
【請求項３】
　前記出射制御層の前記導光部と反対側に、別の光取り出し構造がさらに設けられている
、請求項１または２に記載の光取り出し部材。
【請求項４】
　出射側の最外層として粘着剤層をさらに有し、該粘着剤層の屈折率ｎ５、前記導光部の
屈折率ｎ１および前記出射制御層の屈折率ｎ２が
　　　　ｎ１＞ｎ２、ｎ５＞ｎ２、および、ｎ１－ｎ２＞ｎ１－ｎ５
の関係を満たす、請求項１から３のいずれかに記載の光取り出し部材。
【請求項５】
　前記粘着剤層が、前記出射制御層を覆うとともに前記導光部の第１主面に接して設けら
れている、請求項４に記載の光取り出し部材。
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【請求項６】
　前記出射制御層のパターンを規定する開口部の分布が、光源側よりも光源から離れた側
の方が密となるよう構成されている、請求項１から５のいずれかに記載の光取り出し部材
。
【請求項７】
　前記出射制御層が、微細な空隙構造を形成する一種類または複数種類の構成単位からな
り、該構成単位同士が触媒作用を介して化学的に結合している、請求項１から６のいずれ
かに記載の光取り出し部材。
【請求項８】
　前記出射制御層の構成単位が、粒子状、繊維状、棒状、および平板状からなる群から選
択される少なくとも一つの形状の構成単位である、請求項７に記載の光取り出し部材。
【請求項９】
　前記出射制御層の構成単位同士の結合が、水素結合または共有結合を含む、請求項７ま
たは８に記載の光取り出し部材。
【請求項１０】
　前記出射制御層の構成単位が、無機物を含む、請求項７から９のいずれかに記載の光取
り出し部材。
【請求項１１】
　前記出射制御層の構成単位が粒子状であり、該粒子状の構成単位が、Ｓｉ、Ｍｇ、Ａｌ
、Ｔｉ、ＺｎおよびＺｒからなる群から選択される少なくとも一つの元素を含有する微細
孔粒子を含む、請求項７から１０のいずれかに記載の光取り出し部材。
【請求項１２】
　前記微細孔粒子が、ゲル状シリカ化合物の粉砕体を含む、請求項１１に記載の光取り出
し部材。
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